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■世帯数（戸） 
■町内会数 
 
■人　口（人） 

15万8688（2万6750）
506（76）
　うち区連協加入474（74）
31万0672（7万2385）
　男 15万0830（3万4882）
　女 15万9842（3万7503）

青葉区連合町内会長協議会 青葉区連合町内区連協だより区連協だより区連協だより
青葉区  

2016．3　No.28

平成27年11月３日

（　）は宮城総合支所管内で再掲
人口、世帯数は平成28年2月1日現在（推計人口）
町内会数は平成27年６月１日現在

地域共通の
　　　　課題に取り組む
地域共通の
　　　　課題に取り組む
地域共通の
　　　　課題に取り組む

青葉区の概要青葉区の概要青葉区の概要青葉区の概要青葉区の概要青葉区の概要

青葉区連合町内会長協議会（略
称：区連協）は、青葉区内38の地
区連合町内会長で組織しています。
各地区連合町内会相互の情報交換や
行政との意見交換を通して、地域の
コミュニティ形成と活性化など、地
域に共通する課題に取り組むととも
に、関係機関への働きかけを行って
います。
定期総会や年３回の定例会、役員
会での協議のほか、新任町内会長研
修会をはじめ、円滑で充実した自治
会運営に向けた各種研修会などを開
催しています。

宮城地区まつり宮城地区まつり宮城地区まつり

青葉区民まつり青葉区民まつり青葉区民まつり
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地
域
の
防
災
の
現
状
を
把
握
し
、
課
題
を

共
有
す
る
た
め
、
連
合
町
内
会
長
と
仙
台
市

地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー（
Ｓ
Ｂ
Ｌ
）
を
対
象
に
、

「
地
域
版
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

と
見
直
し
状
況
」
と
「
Ｓ
Ｂ
Ｌ
の
活
動
」に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

調
査
の
結
果
か
ら
、
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
つ
い
て
は
、
①
大
雨
な
ど
地
震
以
外

の
災
害
想
定
、
②
補
助
避
難
所
・
が
ん
ば
る

避
難
施
設
の
開
設
対
応
、
③
だ
れ
に
で
も
分

か
り
や
す
い
避
難
所
開
設
手
順
づ
く
り
―
、

Ｓ
Ｂ
Ｌ
の
活
動
環
境
づ
く
り
で
は
、
①
Ｓ
Ｂ

Ｌ
の
連
合
町
内
会
内
で
の
役
割
明
確
化
、
②

Ｓ
Ｂ
Ｌ
に
対
す
る
連
合
会
役
員
の
理
解
促

進
、
③
女
性
が
活
躍
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

―
を
提
案
す
る
報
告
書
を
作
成
し
ま
し
た
。

報
告
書
は
２
月
下
旬
に
全
町
内
会
へ
送
付
し

て
い
ま
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
促
進

に
向
け
、
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
の
具
体
的
な
働
き

か
け
方
、
及
び
既
存
町
内
会
の
魅
力
向
上
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
小
委

員
会
は
、
今
年
で
３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
最
終
年
度
と
位
置
づ
け
、
こ
れ

ま
で
の
委
員
会
の
成
果
を
ま
と
め
た
報
告
冊

子
を
作
成
中
で
す
。

内
容
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
が
抱
え
る
課
題
と

そ
の
課
題
に
対
す
る
町
内
会
の
強
み
や
ア

ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
と
実
際
に
町
内
会
を
設
立

す
る
手
順
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
働
き

か
け
方
の
ヒ
ン
ト
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
今
回
の
冊
子
と
併
せ
、
マ
ン
シ
ョ

ン
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
か
か
る
関
係
資

料
を
区
連
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

作
業
も
進
め
て
い
ま
す
。

冊
子
は
、
６
月
以
降
に
全
町
内
会
へ
配
付

す
る
予
定
で
す
。

◆
新
任
町
内
会
長
研
修
会（
６
月
　
日
、市
役

２９

所
）　
新
任
会
長
約
　
人
が
参
加
。
折
立
学
区

５０

町
内
会
連
合
会
の
軍
司
会
長
と
中
山
台
西
町

内
会
の
長
谷
川
会
長
が
、町
内
会
の
運
営
事
例

を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、区
職
員
が
町
内
会

に
か
か
わ
る
制
度
を
説
明
し
ま
し
た
。

◆
青
葉
区
町
内
会
長
研
修
会（
　
月
　
日
、江

１０

２７

陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）　
約
３
１
０
人
が
参

加
。「
地
下
鉄
東
西
線
と
そ
の
沿
線
の
魅
力
」

を
テ
ー
マ
に
、
市
担
当
課
職
員
が
開
業
を
間

近
に
控
え
た
東
西
線
の
車
両
や
各
駅
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
下
鉄
開
業
に

関
連
し
、
バ
ス
路
線
の
変
更
や
イ
ク
ス
カ
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

◆
町
内
会
会
員
研
修
会（
　
月
　
日
、
エ
ル
・

１２

１７

パ
ー
ク
仙
台
）　
約
１
１
０
人
が
参
加
。「
地

下
鉄
東
西
線
と
そ
の
沿
線
の
魅
力
」
を
テ
ー

マ
に
、
市
担
当
課
職
員
が
開
業
直
後
の
東
西

線
に
つ
い
て
、
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
な
ど
を
紹

介
し
ま
し
た
。

◆
連
合
町
内
会
長
移
動
研
修
会（
２
月
４
日
、

作
並
温
泉
）　「
竹
鶴
政
孝
・
リ
タ
と
ウ
ィ
ス

キ
ー
」を
テ
ー
マ
に
ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
仙
台
工

場
か
ら
講
師
を
招
き
、会
社
の
歴
史
や
地
域
と
の

関
わ
り
な
ど
に
つ
い
て
見
識
を
深
め
ま
し
た
。

ご
あ
い
さ
つ 

青
葉
区
連
合
町
内
会
長
協
議
会　

会
長　

島
田　

福
男 

ご
あ
い
さ
つ 

青
葉
区
長　

木
村 　

智 

き
出
し
ま
し
た
。
青
葉
区
連
協
で
も
、「
地
下
鉄
東

西
線
と
そ
の
沿
線
の
魅
力
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に

研
修
会
を
開
催
し
、
多
く
の
町
内
会
長
及
び
会
員
の

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
町
内
会
の
重
要
な
役
割
と

し
て「
防
災
」
と「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
」
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
加
入
率
の
低
下
や
役
員
の
成

り
手
不
足
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
町
内
会
も
多

く
、
そ
の
活
動
内
容
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

青
葉
区
連
協
で
は
、
町
内
会
の
役
割
で
あ
り
、
共

通
し
た
課
題
で
も
あ
る「
防
災
」と「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

に
注
力
し
、
地
域
防
災
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
関
す
る
冊
子
作
成
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
皆
様
か
ら
ご

意
見
・
ご
提
案
を
い
た
だ
き
な
が
ら
安
心
安
全
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

議
会
議
員
一
般
選
挙
、　
月
の
宮
城
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
及
び
国
勢
調
査
で

１０

は
、
町
内
会
の
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
市
震
災
復
興
計
画
に
沿
っ
た
５
年
間
の
取
り
組
み
も
今
年
度
で
終

了
し
、
復
興
公
営
住
宅
へ
の
入
居
が
進
む
な
ど
今
後
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

充
実
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
参
り
ま
す
。
こ
れ
に
は
町
内
会
の
皆
様
の
ご

協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
青
葉
区
と
い
た
し
ま
し
て
も
活
力
あ
る
新
た
な
地
域

づ
く
り
に
向
け
て
皆
様
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

仙
台
市
で
は
　
月
６
日

１２

に
地
下
鉄
東
西
線
が
開
業

し
、「
東
西
南
北
を
結
ぶ

都
市
軸
を
中
心
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
」
が
大
き
く
動

東
日
本
大
震
災
か
ら
ま
も
な
く
５
年
が
経
過
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
地
下
鉄
東
西
線
の
開
業

や「
G
７
仙
台
財
務
大
臣
・
中
央
銀
行
総
裁
会
議
」
の

開
催
決
定
な
ど
、
復
興
へ
向
か
う
本
市
に
と
っ
て
明

る
い
話
題
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
８
月
の
仙
台
市

地
震
以
外
の
災
害
想
定

地
震
以
外
の
災
害
想
定
もも

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
のの

働
き
か
け
方
を
冊
子

働
き
か
け
方
を
冊
子
にに

主
な
事

主
な
事
業業
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５５００人の来場で大盛況だった夏祭り

　
の
町
内
会
か
ら
組
織
さ
れ
る
国
見
地
区

２１
は
国
宝
大
崎
八
幡
宮
は
じ
め
由
緒
あ
る
神
社

仏
閣
が
あ
り
そ
の
精
神
を
継
承
す
る
伝
統

と
、
東
北
福
祉
大
学
、
東
北
文
化
学
園
大
学
、

東
北
大
学
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
が
存
在
す
る

活
気
あ
る
連
合
町
内
会
で
す
。

地
域
の
二
大
行
事
は
　
回
を
数
え
る
国
見

２３

夏
ま
つ
り
と
　
回
の
歴
史
を
持
つ
学
区
民
運

４０

動
会
で
す
。
ど
ち
ら
も
町
内
会
、子
ど
も
会
、

関
連
団
体
が
一
致
協
力
し
毎
年
盛
大
に
行
っ

学
社
連
携
で
活
発
な
活
動
を
！

学
社
連
携
で
活
発
な
活
動
を
！

学
社
連
携
で
活
発
な
活
動
を
！

て
い
ま
す
。
外
国
人
を
交
え
て
の
防
災
訓
練

や
市
民
セ
ン
タ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン

タ
ー
で
の
日
頃
の
活
動
も
利
用
者
が
多
く
活

発
で
す
。

ま
た
、「
福
祉
の
ま
ち
国
見
」
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
福
祉
委
員
の
数
は
１
１
４
名
、
学
校

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
防
犯
巡
視
員
は
１
８
７

名
が
登
録
し
地
域
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
住
民
と
大
学
の
力
、
学

生
の
力
を
融
合
し
て
地
域
力
を
高
め
、
各
世

代
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
明
る
く
活
気
あ
る
地

域
づ
く
り
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

国
見
地
区
連
合
町
内
会

会
長
　
吉
澤
　
秀
晃

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
づ
く
り
の
核
と
し
て

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
づ
く
り
の
核
と
し
て

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
づ
く
り
の
核
と
し
て

本
連
合
自
治
会
は
、平
成
　
年
４
月
に
開
校

２７

し
た
錦
ケ
丘
小
学
校
区
に
あ
る
８
つ
の
自
治

会
、約
２
３
５
０
世
帯
で
構
成
さ
れ
た
青
葉
区

で
一
番
新
し
い
連
合
会
で
す
。
錦
ケ
丘
は
仙

台
駅
か
ら
車
で
約
　
分
、愛
子
の
南
に
広
が
る

３０

自
然
豊
か
な
丘
陵
地
に
あ
る
街
で
す
。
こ
こ

　
年
は
毎
年
１
０
０
世
帯
以
上
が
新
た
に
仲

１０間
入
り
し
、小
学
校
の
児
童
数
も
来
年
度
は
１

０
０
０
名
を
超
え
る
と
予
想
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、平
成
　
年
に
は
広
瀬
中
学
校
の
分

３１

錦
ケ
丘
連
合
自
治
会

会
長
　
影
山
　
明
彦
離
新
設
も
決
定
し
て
お
り
、人
口
増
の
流
れ
は

今
後
も
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

本
連
合
自
治
会
は
、
全
自
治
会
長
に
よ
る

会
議
を
毎
月
開
催
し
、
情
報
共
有
や
問
題
解

決
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
住
民
が
集

う
交
流
の
場
と
し
て
　
回
を
数
え
る「
錦
ケ

２２

丘
夏
祭
り
」
が
平
成
　
年
か
ら
連
合
自
治
会

２７

主
催
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
各
自
治
会
、
行
政
、
小
学
校
や
各

種
団
体
と
連
携
し
、
錦
ケ
丘
を
自
分
の
故
郷

と
思
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
核
と
な

る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

夏まつりスローガン「ひろげよう 元気 ふれあい くにみの輪！」

第8回コミュニティ小委員会
役員会
地域の防災に関するアンケート

第2回定例会
第9回コミュニティ小委員会
町内会長研修会
町内会役員永年勤続表彰式（市主催）
防災担当理事会議
町内会会員研修会
第3回定例会
区連協だより編集委員会

平成26年度会計監査
役員会
総会
役員会
市総合防災訓練（宮城総合支所管内）
第1回定例会
市総合防災訓練（青葉区役所管内）
新任町内会長研修会

4月15日
22日

5月19日
6月4日
12日
17日
19日
29日

町内会長永年勤続表彰式（区主催）
第10回コミュニティ小委員会
連合町内会長移動研修会
区連協だより編集委員会
区連協だより発行
役員会

平成27年度の主な活動平成27年度の主な活動平成27年度の主な活動

平成27年

地域懇談会

地域懇談会は、地域
の様々な問題につい

て、

地域と行政が話し合
う場です。本年度は

、北

六、台原北部、中江、
中山、国見、川平、折

立、八

幡、上杉、桜ケ丘、小
松島、北仙台、貝ケ森

の13

地区で開催しました
。

8月27日
9月9日
11日
~24日
29日

10月19日
27日

11月26日
12月14日
17日

平成28年
1月14日
1月18日
2月4日

2月18日
3月    
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▽
旭
ケ
丘
南
部
＝
佐
竹
富
次

（
瞑
想
ケ
丘
町
内
会
）

▽
折
立
＝
佐
々
木
宗（
折
立
団
地
町
内
会
）

■
町
内
会
役
員
特
別
表
彰

▽
五
橋
＝
菅
野
み
つ
子
、
村
上
泰
子

（
上
染
師
町
町
内
会
）

▽
旭
ケ
丘
＝
松
田
邦
道

（
旭
ケ
丘
四
丁
目
町
内
会
）

▽
桜
ケ
丘
＝
室
谷
宗
一

（
桜
ケ
丘
七
丁
目
町
内
会
）

▽
中
山
＝
永
澤
伸
康（
中
山
南
町
内
会
）

▽
立
町
＝
江
戸
巖
、
竹
丸
寅
夫

（
仙
台
市
大
町
会
）

▽
八
幡
＝
佐
藤
敏（
土
橋
通
北
部
親
睦
会
）

▽
折
立
＝
庄
子
榮
一（
折
立
町
内
会
）

▽
上
愛
子
＝
安
達
広
章（
西
川
前
町
内
会
）

■
町
内
会
役
員
勤
続
　
年
表
彰
　

１０

受
賞
者
　
名
７８

■
町
内
会
長
５
年
以
上
勤
続
退
任
表
彰

（
区
長
表
彰
）　
　
　
　
　
　
　
受
賞
者
６
名

■
町
内
会
長
特
別
表
彰（
　
年
以
上
勤
続
退
任
）

２０

▽
東
二
＝
春
日
正
治（
仙
台
銀
座
親
和
会
）

▽
国
見
＝
千
田
文
彦（
半
子
町
親
交
会
）

■
町
内
会
長
勤
続
　
年
表
彰

２０

▽
東
二
＝
蓬
田
國
重（
一
番
町
立
新
町
内
会
）

▽
上
愛
子
＝
早
坂
二
郎（
大
針
町
内
会
）

■
町
内
会
長
　
年
以
上
勤
続
退
任
表
彰

１０

▽
中
央
通
＝
岩
崎
一
夫（
名
掛
丁
繁
栄
会
）

▽
小
松
島
＝
大
河
晃（
高
松
前
町
内
会
）

　
松
本
善
朗（
小
松
島
若
葉
町
内
会
）

町
内
会
役
員
永
年
勤
続
表
彰

お
疲
れ
様
で
し
た
　
退
任
会
員

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記青葉区まちづくり推進課内

〒９８０－８７０１ 仙台市青葉区上杉一丁目５－１
電　話 ２２５－７２１１（内線６１３１、６１３２）
ＦＡＸ ２２２―７１１９
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年
１
回
発
行
の
青
葉
区
連
協
だ
よ
り
で

は
、
区
連
協
や
各
地
区
連
合
町
内
会
の
取

り
組
み
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
皆
様
と

情
報
を
共
有
し
、
町
内
会
活
動
の
参
考
に

な
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
紙
面
の
一

層
の
充
実
に
向
け
、
ぜ
ひ
、
ご
意
見
等
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
編
集
委
員
　
庄
子
靜
雄
　
今
野
　
均

　
　
　
　
　
　
渡
邉
剛
伯
　
齋
藤
和
平

再生紙を使用しています

――――　事　務　局　――――

自
治
会
活
動
等
の
功
績
で
表
彰
を
受
け
た

青
葉
区
連
協
関
係
の
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

千
田
文
彦
　（
前
国
見
地
区
連
合
町
内
会
長
）

袖
澤
勝
義
　（
川
前
地
区
連
合
町
内
会
長
）

市
政
功
労
者
表
彰

会
　
長

島
田
　
福
男
（
川
平
学
区
連
合
町
内
会
）

副
会
長

庄
子
　
靜
雄
（
広
瀬
地
区
連
合
町
内
会
）

今
野
　
　
均
（
片
平
地
区
連
合
町
内
会
）

副
会
長
兼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
担
当
理
事

渡
邉
　
剛
伯
（
通
町
地
区
町
内
会
連
合
会
）

総
務
理
事

齋
藤
　
和
平
（
南
吉
成
学
区
連
合
町
内
会
）

会
計
理
事

七
井
　
英
雄
（
上
杉
地
区
連
合
町
内
会
）

防
災
担
当
理
事

今
野
　
利
正
（
中
江
地
区
町
内
会
連
合
会
）

庄
子
　
　
隆
（
落
合
栗
生
連
合
町
内
会
）

会
計
監
事

袖
澤
　
勝
義
（
川
前
地
区
連
合
町
内
会
）

社
本
　
啓
之
（
中
山
学
区
連
合
町
内
会
）

軍
司
　
　
啓
（
折
立
学
区
町
内
会
連
合
会
）

会
　
員

濱
　
宏
一
郎
（
東
一
番
丁
連
合
会
）

山
崎
　
浩
之
（
中
央
通
り
連
合
会
）

五
十
嵐
善
正
（
東
二
地
区
連
合
町
内
会
）

古
山
　
健
造
（
五
橋
地
区
連
合
町
内
会
）

今
泉
　
清
二
（
東
六
地
区
連
合
町
内
会
）

髙
橋
　
健
一
（
北
六
地
区
連
合
町
内
会
）

根
本
　
　
勁
（
小
松
島
学
区
町
内
会
連
合
会
）

加
藤
　
幸
夫
（
旭
ヶ
丘
南
部
連
合
町
内
会
）

中
澤
幸
一
郎
（
旭
ヶ
丘
町
内
会
連
合
会
）

村
上
　
一
彦
（
台
原
地
区
町
内
会
連
合
会
）

渡
邉
　
　
努
（
台
原
東
部
連
合
町
内
会
）

平
池
　
　
稔
（
台
原
北
部
連
合
町
内
会
）

土
田
　
　
建
（
荒
巻
地
区
町
内
会
連
合
会
）

花
渕
蔵
之
助
（
北
仙
台
地
区
連
合
町
内
会
）

酒
井
　
典
雄
（
桜
ケ
丘
学
区
連
合
町
内
会
）

阿
部
　
邦
彦
（
立
町
地
区
町
内
会
連
合
会
）

鈴
木
　
幸
夫
（
木
町
通
学
区
連
合
町
内
会
）

後
藤
　
　
潮
（
八
幡
地
区
町
内
連
合
会
）

吉
澤
　
秀
晃
（
国
見
地
区
連
合
町
内
会
）

佐
々
木
栄
一
（
貝
ケ
森
地
区
連
合
町
内
会
）

庄
子
　
　
晟
（
上
愛
子
学
区
連
合
町
内
会
）

笹
原
　
喜
悦
（
作
並
小
学
区
連
合
町
内
会
）

伊
藤
　
勝
衛
（
大
沢
小
学
区
連
合
町
内
会
）

熊
谷
　
英
昭
（
吉
成
学
区
連
合
町
内
会
）

菅
澤
　
仁
一
（
大
倉
地
域
連
合
町
内
会
）

畑
　
　
　
強
（
愛
子
地
区
連
合
町
内
会
）

影
山
　
明
彦
（
錦
ケ
丘
連
合
自
治
会
）

町内会役員永年勤続表彰式（１１月２６日）

青葉区連協会員名簿 平成２７年
１２月１日現在

森
　
光
弘
様（
五
橋
）

佐
竹
富
次
様（
旭
ヶ
丘
南
部
）

今
野
禎
二
様（
台
原
東
部
）

伊
藤
　
巖
様（
八
幡
）

千
田
文
彦
様（
国
見
）

塚
本
道
廣
様（
貝
ケ
森
）

庄
司
勝
壽
様（
大
倉
）

平
成
　
年
度
で
退
任
し
た
会
員
を
紹
介
し

２６

ま
す
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。

藤
原
　
直
様（
東
一
）

岩
崎
一
夫
様（
中
央
通
り
）


